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訳 者 序 言
本稿 は い わ ゆる メ イ ンス マMeinsma版 『バ バ ッ ド ・タナ ・ジ ャ ウ ィ
B訪α4TanahJawi(ジャ ワ国縁起)』 の目頭部 分 の翻訳 で ある。 ローマ字
化 された ジ ャワ語 原文 〔Ras1987a〕か らの翻 訳 であ るが,随 時 オル トフ
W.L.Olthofによるオ ランダ語訳 〔Ras1987b〕を参 照 してい る。刊行 され
た 『バ バ ッ ド ・タナ ・ジ ャ ウ ィ』 で はい わ ゆ るバ ラ イ プ ス タ カBalai
Pustaka版が もっ とも真正性が高い とされ る。 しか しこれはジ ャワ文字 ジ ャ
ワ語の韻文 であるため,現 在の訳者の能力 をこえているので,国 際的 にもっ
ともよ く利 用 される,散 文 であ るメイ ンスマ版 を訳 出す るこ とと した。
訳文 は原文 に忠実 な逐語訳 とはせず,読 みやす さを重視 した。た だ し文
の順序 を入 れ換 えるほ どの改変 は していない。結果 的に段落の区切 りをジ ャ
ワ語原文 よ りもオ ランダ語訳 に従 った場 合が多 いが,ど ち らに も従 ってい
ない場合 もあ る。訳 注 は最小 限 に留 めた。
ジャワ語の辞書 で はPigeaud1938の全面増補 版で あるAlbada2007が不
*本 学 国 際 教 養 学 部
キ ー ワ ー ド:バ バ ッ ド,バ バ ッ ド ・タ ナ ・ジ ャ ウ ィ,マ タ ラ ム,
パ ジ ャ ジ ャ ラ ン
一145一
国際文化論集NQ45





1.『ババ ッ ド ・タナ ・ジ ャウィ』
ババ ッ ドbabadはイス ラム時代 のジ ャワにおけ る史伝 の こ とであ る。英
語 ではhistoryあるい はchronicleの語 があ て られる[Robson2002:62]。
特 定 の歴 史的出来事 や個人 の伝 記の こ ともあ るが,王 国 あるいは王家 の史
伝 にバ バ ッ ドを称 す る ものが多 い。バ バ ッ ドの語 に 「(森を)開 く」 の意
味 もあ り,史 伝 の作 成 と国を建て るこ との間 にある不 可分 の関係 を示唆 す
るとされる。 ただ し王国や王 家の史伝が すべ てバ バ ッ ドを称 するわ けでは
な く,ス ラ ッ トSeratやス ジャラSejarahなどと称す る もの もあ る。
ババ ッ ド作成 の起源 ははっ き りしないが,17世紀 前半 には祖 型 と見 な し
うる ものが存在 した とい われ,ア ラブな ど外 来 の歴 史伝統 の受 容 による も
の では な く,『パ ララ トンPararaton』')などジ ャ ワの文 化伝 統 に根 ざす も
の と考 え られて いる。
メイ ンスマ版 な ど少数 の例外 を除い て韻 文で ある。 もと もと宮廷詩人 が
朗 詠す る もので あ り,王 と王 家の正統性 を謳 う機 能 をもつ ものであ った。
18～19世紀 の ジ ャワ とそ の周辺 の宮廷 でそれが書 き留め られ,書 き継が れ
た。現存 す る写本 は古 くて18世紀の ものであ る。
ババ ッ ドの内容 は大 き く二層 に分か れる。第一 は神 話伝説 であ る。預言
者 アダム に始 ま り,イ ン ドの神 々や ジ ャワの 開開へ と続 くこ ともめず らし
くない。神 々,精 霊,悪 魔,武 人 たちの伝 説 に満 ちてい る。 イス ラム時代
以前 の諸 王国が語 られ るこ とも多い。 その内容 は近代 的 な歴 史学の成果 と
一146一
ババ ッド・タナ ・ジャウィ(1)
あ ま り接 点 を持 たないが,ジ ャワがお かれてい た一般 的 な事情 につい て,
またババ ッ ドが語 られた 当時の歴史観 や世界観 を知 る手が か りと しては重
要で ある。
第二 は17世紀以後 の歴史 的出来事で ある。特定 の王,王 国,英 雄,あ る
い は一連 の出来事 を中心 とす る語 りで ある。歴史研 究者 は他 の諸史料(と
くにオラ ンダ語 の文書)と 突 き合 わせ る ことで,こ れ らの史料 と しての有
効 性 を証 明 して きた。 た とえば,1740年代 の動乱 の時代 につ い て我 々 は
Remmelinklgg4;Ricklefs1998;Aminuddin2003とい うす ぐれ た3つ の研
究 を持 ってい る。 こう した研 究 におい て,他 の諸 史料 と同 じく,バ バ ッ ド
類 が作成 され た社会 的,文 化 的,ま た政 治的 な背景 への十分 な配慮が必 要
なこ とは言 う まで もない。 なか で もRicklefs1998は文化 的背 景 に重点 を
置い た研 究であ る 〔深 見2003a参照 〕。
1570年代 に興 った2)マタラム王 国の史伝 であ る 『ババ ッ ド ・タナ ・ジ ャ
ウィ』 は,ま さに この二層 か らな り,預 言 者 アダムか ら18世紀 の出来事 ま
でが語 られてい る。今 回翻訳 した のは第一層 に属 す る部分 で あ り,全124
章 の うちの,バ バ ッ ド ・パ ジ ャジャ ラ ンBabadPajajaranとして括 られ る
ことのある最初 の4章 で ある。
メイ ンスマ版 の原文 には一見 して わかる ような明瞭 な区切 りは存在せ ず,
したが って章 の タイ トル も存在 しない(図1参 照)。 バ ライ プス タカ版 で
も本文 自体 には韻律 の変 わ り目以外 の区切 りはみ られず,章 の タイ トル も
存 在 しない 。全124章に区切 り,各 々 に タイ トル をつけ たのはバ ラ イプス
タカ版 の編集者 であ る。 ラスが メイ ンスマ版の第5版 の刊行(1987年)の
際 に,124章との対応 関係 を示 して お り 〔Ras1987b:LV-LXIII〕,本稿 は
これ に従 ってい る。なお,こ の こ とか らわか るよ うに,メ イ ンスマ版 とバ
ライプス タカ版 は,『ババ ッ ド・タナ ・ジ ャウィ』の多数存在す るバ ージ ョ
ンのなかで,同 一系統 の テキス トに属 す る。 この系 統 は大 ババ ッ ドGrote
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Babad(MajorBabad)と通称 され る 〔Ras1987b:XIV-XIX〕。
『ババ ッ ド ・タナ ・ジャウ ィ』の全体 の構成 な どについ ての解説 は今後
順 次取 り上げ るが,今 回 の冒頭 の4章 をババ ッ ド ・パ ジャジ ャラン として
括 ったの は,ラ ス に よれ ば,ブ ラ ンデスJ.LA.Brandes〔1920:205-206〕
で あ り,ジ ャワの伝 統 に従 う もので あった 〔Rasl987b:XXVII-XXVIII〕。
ブラ ンデスお よび ラス によれば,パ ジ ャジャラ ン王国の滅亡 まで を扱 うバ
バ ッ ド ・パ ジ ャジャラ ンや,こ れ に続 くババ ッ ド ・マ ジ ャパ イ トMajapait,
ババ ッ ド ・ドゥマ ックDemak,ババ ッ ド ・パ ジ ャンPajangなどの タイ ト
ル は,書 名 と して扱 うのが可 能であ るが,本 来 は書物 の タイ トル とい うよ
り,内 容 あ るい は時代 を大 まか に示す標 目で ある。
なお,パ ジャジ ャラ ンは,現 在 一般的 なジ ャワ(あ るいはイ ン ドネシア)
.・
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の歴史叙 述 にお いてマ ジャパ イ トと並立 す る西部 ジ ャワの王 国であ るが,
『ババ ッ ド ・タナ ・ジ ャウ ィ』 ではマ ジ ャパ イ トに先行 す る王 国 とされて
い る。
注
1)パララ トンについては深見訳2003c,2003d,2003e参照。この拙訳 に際 し
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凡例
1固 有名詞などの初 出にローマ字綴 りを入れた。原文は旧綴 りであるが,訳
文では現在のジャワ語の綴 り字法 に従った。ただ し,特殊記号 を用いない
こととしたため,eの3種 類の音の違いは表現 されない。
22単 語 をハイフンで結んである固有名詞のカタカナ表記は,現 在のイン ド
ネシアにおける慣用 に従い,「 ・」 を使 わず1単 語 として扱 う(例:ギ リ
ンウシGiling-Wesi)。ただ し,あ ま りに長 くなる場合(お おむね5音 節 ま
たはカタカナ7文 字以上)は 「・」 を用いた。
3語 末が開音節のaの 場合,現 在のジャワ語ではオと発音 されるが,訳 文で
はアのままとした。煩雑 と誤 りを避 けるためである。
4〔 〕は訳者 による簡単な注記である。
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バ バ ッ ド ・タ ナ ・ジ ャ ウ ィ
第1部 バ バ ッ ド ・パ ジ ャジ ャラ ン
深 見 純 生
目次
1.ア ダムか ら神 々までの系譜
2.ギ リンウシのプラブ ・ワ トゥグヌン
3.バ タラ ・ウィスヌ とバタラ ・ブラマか らパジャジャラン王国までのジャワ
の諸王の系譜
4.シ ユン ・ワナラの運命
1.ア ダムか ら神々 までの系譜
こ れ は ジ ャ ワ の 国 の 王 た ち の 歴 史 で あ り,預 言 者 ア ダ ムAdamに 始 ま り,
〔ア ダ ム に 〕 息 子 シ スSisが い た 。 シ ス に 息 子 ヌ ル チ ャ フ ヤNurcahyaがい
た 。 ヌ ル チ ャ フ ヤ に 息 子 ヌ ラ サNurasaが い た 。 ヌ ラ サ に 息 子 サ ン ヒ ャ ン ・
ウ ェ ニ ンsanghyangWeningがい た 。 サ ン ヒ ャ ン ・ウ ェ ニ ン に 息 子 サ ン ヒ ャ
ン ・ ト ゥ ン ガ ルsanghyangTungga1がい た 。 サ ン ヒ ャ ン ・ ト ゥ ン ガ ル に 烏、
子 バ タ ラ ・グ ルbatharaGuruがい た 。 バ タ ラ ・グ ル に5人 の 子 が い て,
バ タ ラ ・サ ン ボbatharaSambo,バタ ラ ・ブ ラ マbatharaBrama,バタ ラ ・
マ ハ デ ワbatharaMaha-Dewa,バタ ラ ・ウ ィ ス ヌbatharaWisnu,デウ ィ ・
ス リdewiSriとい っ た 。 バ タ ラ ・ウ ィ ス ヌ は ジ ャ ワ 島 に 君 臨 し,プ ラ ブ ・
セ ッ トprabuSetと称 し た 。 バ タ ラ ・グ ル の 王 宮 の 名 前 は ス ラ ラ ヤSura-
Layaとい っ た 。
バ タ ラ ・グ ル は,ム ン ダ ンMendhang国 の 美 し い 王 女 を 閉 居 さ せ て い た 。
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天国へ ともない,妃 にす るつ も りであった。たまたま旅 を していたバ タラ ・
ウィスヌが,ム ンダンの王女 を見て恋 にお ちた。 父親 によ り閉居 させ られ
てい るとは知 らず に妻 に した。 これはバ タラ ・グルを激怒 させ た。サ ンヒャ
ン ・ナ ラ ダsanghyangNaradaが遣 わ され,こ の怒 りをバ タラ ・ウ ィスヌ
に落 とし,王 の地位 か ら追 い払 った。 こう してバ タラ ・ウ ィスヌ は都 か ら
退去 し,森 に入 り7本 の ワ リンギ ン樹 の下で苦行 を した。妃 のム ンダ ンの
王女 は後 に残 された。
2.ギ リン ウ シの プ ラ ブ ・ワ トゥグ ヌ ン
さ て ギ リ ン ウ シGiling-Wesi国の こ と 。 ワ ト ゥ グ ヌ ンWatu-Gunungと称
す る 王 が 治 め て い た 。2人 の 妃 が い て,1人 目 を デ ウ ィ ・シ ン タdewi
Sintaとい い,2人 目 を デ ウ ィ ・ラ ン ド ゥ ッ プdewiLandepと い っ た 。27
人 の 子 が い て,み な そ ろ っ て 息 子 で あ り,名 前 を ウ キ ルWukir,ク ラ ン テ ィ
ルKurantil,トルTolu,グ ン ブ レ ッ グGumbreg,ワ リ ガ リ ッ トWarigalit,
ワ リ ガ グ ンWarigagung,ジュ ル ン ワ ン ギJulung-Wangi,スン サ ンSungsang,
ガ ル ン ガ ンGalungan,クニ ン ガ ンKuningan,ラン キ ルLangkir,マン ダ シ
ヤMandha-Siya,ジュ ル ン ・プ ジ ュ ッ トJulung-Pujut,パハ ンPahang,ク
ル ・ ウ ェ ル ッ トKuru-Welut,マラ ケMarakeh,タ ン ビ ルTambir,マ ダ ン
ク ン ガ ンMadhangkungan,マク タ ルMaktal,プエPuye,ム ナ ヒ ルMenahil,
フ゜ ラ ン ・バ カ ッ トPrang-Bakat,バラBala,ウ グWugu,ワ ヤ ンWayang,
ク ラ ウKulawu,ド ゥ ク ッ トDhukutと い っ た 。 す べ て デ ウ ィ ・シ ン タ の
子 で あ っ た 。
そ の と き ギ リ ン ウ シ の 国 は 疫 病 の 狙 獄 に 見 舞 わ れ た 。 お お ぜ い の 小 さ き
者 が 倒 れ,飢 え が 広 が っ た 。 日 食 や 月 食 が し き り に お こ っ た 。 季 節 外 れ の
雨 が 降 り,1日 に7度 も 地 震 が あ っ た 。 こ の す べ て は,ギ リ ン ウ シ の 国 の
滅 亡 の 前 兆 で あ っ た 。
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プラブ ・ワ トゥグヌ ンは国民 が倒 れてい くの を見 て とて も心 を痛め た。
王 は象牙 の寝床 に横 たわ り,妃 デ ウ ィ ・シンタは髪 の風 を取 ってい て,王
の頭 の傷 跡 をみつ け ると,そ のわ けを尋 ねた。王 は こうこたえた。 まだ子
どもの ときの こ と,母 親が ご飯 を冷 ま してい る時 に うるさ くねだ ったので,
しゃ もじで血が流 れ るほ ど叩かれ た。 こう して家 をさまよい出た。
デウ ィ ・シン タは王の言葉 を聞い て衝撃 のあ ま り,も のが言 え なか った。
しゃ もじで叩か れて出て いった き り戻 って こない息子 の こ とを思い出 して
い た。王 の話 と同 じだ った。 実の子 の妻 にされ た ことに悲嘆 に くれ,王 か
ら自由にな る手 だて を求 めて考 えこんだ。
す っか り黙 りこんで しまい,そ の わけ を訊か れたデ ウィ ・シ ンタはこた
えた。黙 ってい た問ず っ と,王 様 の高貴 さの完全 な ことを思 ってい ま した
が,ひ とつだ け欠 け るものが ござい ます 。 この足 りない ものは,王 様が ま
だス ララヤの天女 と結 婚 な さってい ない ことで ご ざい ます。 デ ウィ ・シ ン
タの思惑 は こうだった。王 がス ララヤの天女 に求婚 した な ら,き っ と戦争
が起 こ り王 は死 に至 るだろ う。 これが夫 か ら自由にな る道 である。
プラブ ・ワ トゥグヌ ンはこの ように聞か され るや,ス ララヤ に昇 り天女
に求婚 する こ とに した。 ただち に重 臣たち と27人の息子 たちに兵 を集 める
よう命 じ,王 はス ララヤ をめ ざ して 出立 した。
バ タラ ・グルは,ギ リンウシの王がス ララヤに昇 って くる と聞 くと,神 々
を呼 び集 めた。 そ して プラブ ・ワ トゥグヌ ンにあえて立 ち向か う者 はいな
いか尋 ねた。み な一様 に尻 ごみ した。そこでサ ンヒャン ・ナ ラダがバ タラ ・
グル に,ご 子息 のバ タラ ・ウ ィスヌ を呼 び出 し,も しギ リ ンウ シの王 に打
ち勝つ こ とがで きた ら,す べ ての罪 を赦 す と約束 され ます よ う,な に しろ,
プラブ ・ワ トゥグヌ ンに立 ち向か うこ とがで きるのはバ タラ ・ウィス ヌ を
置い ていないの ですか ら と言 上 した。
バ タラ ・グル は これ を許 した。そ こでサ ンヒャ ン ・ナ ラダは,バ タラ ・
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ウィスヌ を捜そ うとス ララヤか ら降 りてい った。
サ ンヒャン ・ナ ラダは,7本 の ワ リンギ ンの下 で苦行 しているバ タラ ・
ウィスヌ に会 う と,先 述 の ようなバ タラ ・グルの命令 を伝 えた。
バ タラ ・ウィス ヌはギ リ ンウ シの王 を撃 退す る と約束 したが,そ の前 に
家 に戻 り妻 に別 れ を告 げる許 しを求め た。サ ンヒ ャン ・ナラダは7本 の ワ
リンギ ンの下で待 つ よう言 われた。
こう してバ タラ ・ウィス ヌはそ こを去 って妻 を捜 しにい った。かつ てあ
とに残 された とき,彼 女 は身 ごもっていた。バ タラ ・ウィスヌは うまれた
のが 男の子 な らス リガテ ィSrigatiと名 づ け る よう命 じてい た。男 の子 が
うまれる と,こ の子 に夫 の指示 どお りの名 前 をつ けた。時 をへ て成人す る
と,容 貌 秀麗で あった。
さてそ こにバ タ ラ ・ウィスヌが妻 と子 に会い に きた。バ タラ ・グル に命
じられてス ララヤに昇 り,ギ リンウシの王 に立 ち向か うと妻 に伝 えた。息
子 は一緒 に行 きたが ったが,バ タラ ・ウ ィス ヌは許 さなか った。妻 に別 れ
を告 げる と立 ち去 り,7本 の ワリンギ ンの下でサ ンヒャン ・ナ ラダに会 っ
た。
残 された ラデ ン ・ス リガテ ィは父 の後 を追 った。7本 の ワ リンギ ンに く
ると,父 の後 ろに座 った。 サ ンヒャ ン ・ナ ラダは,こ れがバ タラ ・ウ ィス
ヌの息子 であ り,ス ララヤ について行 くつ も りである とわか ると,バ タラ ・
ウィスヌ に息子 を連 れて行 かない よ う助 言 した。 それ は きっ とバ タラ ・グ
ルの逆鱗 に触れ るだろ う。
息子 は家 に戻 る よう命 じられた。サ ンヒャン ・ナ ラダはバ タラ ・ウ ィス
ヌ と ともにいそ いでス ララヤへ 向かい,ラ デ ン ・ス リガティは7本 の ワ リ
ンギ ンの下 に残 された。
サ ンヒャン ・ナ ラダとバ タラ ・ウィスヌ はス ララヤ に着 いた。 と もにバ
タラ ・グル に伺候 し,楽 しく語 らっている と,ま もな く残 して きたス リガ
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テ ィが父 の後 を追 って,神 々の住 処 に至 り,父 の後 ろ に座 った。バ タラ ・
グルは見 目麗 しい若 者がバ タ ラ ・ウ ィスヌの後 ろに座 っているの を見 る と,
それが何 者かサ ンヒャン ・ナ ラダに尋 ねた。
ナラダは,バ タ ラ ・ウィスヌが ム ンダ ンの王女 との間 に もうけた息子 だ
と伝 えた。バ タラ ・グル はこの言葉 を聞 くと激怒 し,謁 見場 か ら立 ち宮廷
の 中に入 って しまった。 ナラ ダは,バ タラ ・グルが怒 っている と知 って,
後 を追 った。
バ タラ ・グル はサ ンヒャ ン ・ナ ラダに,バ タラ ・ウィス ヌの息子 に死 を
命 じ天 国へ の捧 げ物 にせ よ,あ わせ てバ タラ ・ウ ィスヌ にただち に敵へ の
進撃 を下命 せ よ と命 じた。
バ タラ ・ウィスヌは この命令 を受 ける と,息 子 に死 が命 じられ るの な ら,
敵 に立 ち向か う気 はない と答 えた。サ ンヒャン ・ナ ラダはバ タラ ・グル に,
バ タラ ・ウィス ヌの答 えが どんな ものか を伝 えた。その と き外 で騒 ぎが起
こ り,「敵 が来 た!」 と叫 びが あが った。バ タ ラ ・グル は恐 れお のの き,
サ ンヒ ャン ・ナラ ダに何 とかす るよ う求 めた。
サ ン ヒャン ・ナ ラダは,も しス リガテ ィを殺 したい とい う願 い をお捨 て
にな らない な ら,バ タラ ・ウ ィスヌ は戦 い に立つ の を拒み,ス ララヤ の陥
落 は必定 で ござい ます と申 し上げ た。バ タラ ・グルはサ ンヒ ャン ・ナラ ダ
の助 言 に従 い,ス リガティを殺す ことを思い とどま り,そ してバ タラ ・ウィ
ス ヌに敵 に立 ち向か うよう命 じた。
バ タラ ・ウィスヌは息子 とともに,ギ リンウシの王 と対戦す るため に神 々
の住処 を去 った。 プ ラブ ・ワ トゥグヌ ンと対 面す る と,王 はバ タラ ・ウ ィ
ス ヌに,戦 い を交 え るまで もないので は と申 しでた。 も し謎 を解 くこ とが
で きた ら自分の負 けで,喜 んで殺 され よう。 しか し解 くこ とがで きなかっ




バ タラ ・ウィスヌは この申 しで に同意 した。 そ こで王 は謎 を口 に した。
「小 さい植物 で大 きな実 は何 か,大 きい植物 で小 さい実 は何 か」
この謎 にバ タラ ・ウィスヌ は答 えた。 「小 さい植物 で大 きな実,そ れは
西瓜 である。大 きい植 物で小 さい実 はワ リンギ ンであ る」
王 は謎 が解か れた とわか って一言 も発せ なか った。バ タラ ・ウィス ヌの
チ ャク ラcakra〔円形 の武器 〕 に よって首 を刎 ね られた。 王の軍勢 はみ な
慌 てて散 り散 りに退 いた。
プラブ ・ワ トゥグヌ ンが死 ぬ とデ ウ ィ ・シンタは号 泣 し,そ の轟音 はス
ララヤに まで響 き,神 々 を不安 に陥 れた。バ タラ ・グル はサ ンヒャン ・ナ
ラダにこの轟音 の原 因 を訊 ねた。サ ンヒャン ・ナラ ダは,プ ラブ ・ワ トゥ
グヌンの死 を悲 しむデ ウィ ・シ ンタの泣 き声か らこの轟音が生 じる と答 え
た。バ タラ ・グルはサ ンヒ ャン ・ナ ラ ダに,デ ウ ィ ・シンタの ところに降
りて泣 くの をや め させ よ,3日 以内 にプ ラブ ・ワ トゥグヌ ンを生 き返 らせ,
下界 に下 ろ して再 びギ リンウシの王 にす る と約束せ よと命 じた。
サ ンヒャン ・ナ ラダはバ タ ラ ・グルの言葉 をデウ ィ ・シ ンタに伝 えた。
デ ウ ィ ・シ ンタは泣 くの をやめ,た ち まち大轟音 は鎮 まった。3日 が過 ぎ
プラブ ・ワ トゥグヌ ンが まだ戻 らない のでデ ウ ィ ・シンタは再 び泣 き始 め,
轟音 を響 かせ た。前 回 を しの ぐ激 しさだ った。
バ タラ ・グルは再 びサ ン ヒャン ・ナラ ダに,轟 音 のわ けを訊 ねた。サ ン
ヒャ ン ・ナ ラダは,こ の轟音 を起 こ してい るの は また もデウ ィ ・シン タで,
3日 の期 限が過 ぎたの に,プ ラブ ・ワ トゥグヌ ンが まだ ギ リンウシの 国 に
戻 らないか らだ と答 えた。バ タラ ・グルはサ ンヒャン ・ナラダに,プ ラブ ・
ワ トゥグヌ ンを生 き返 らせ てギ リンウシの国 に戻 らせ るよう命 じた。
プラブ ・ワ トゥグヌ ンが サ ンヒャ ン ・ナ ラダに よって生 き返 り,ギ リン
ウシの国 に戻 る よう命 じられる と,天 国が気 に入 って しまったので,そ れ
を望 まなか った。2人 の妻 と子 をみ な天 国の 自分 の もとに呼 び寄せ てほ し
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い と懇願 した。バ タラ ・グルは この乞 い を許 し,妻 と子 をみな天国 に来 さ
せ るよ う命 じた。 日曜 日ご とに1人 ず つ受 け入 れ られた。 これが30のウ ク
wuku')の始 ま りであ る。
3.バ タラ ・ウィスヌ とバ タラ ・ブラマか らパジ ャジャラン王国 ま
での ジャワの諸王の系譜
サ ンヒャン ・ナ ラダのバ タ ラ ・グルへ の進言 に よって,バ タラ ・ウ ィス
ヌ はマルチ ャパ ダMarcapada〔地上 〕 に降ろ され,精 霊 の王 となって8つ
の場 所 を支配 した。 ム ラ ピMerapi山,パマ ンテ ィ ンガ ンPamantingan,
カバ レヤ ンKabareyan,ロダヤLo-Daya,クウKuwu,ウ リンギ ン ・ピ トゥ
Wringin-Pitu,カユ ・ランデ ヤ ンKayu-Landheyan,ロバ ンRobanである。
バ タラ ・ブラマはマルチ ャパ ダに降 ろ され,ギ リンウシの国で王 とな り,
プラブ ・ワ トゥグヌ ンを継 いだ。 ジャワの島 は服従 した。や がてバ タラ ・
ブラマは娘 をえて,ブ ラマ ニBramaniと名づ けた。ブ ラマ ニに息子 トリ ・
トル ス タTri-Trusthaがい た。 トリ ・トル ス タに息 子 パ リ クナ ンPari-
Kenanがい た。パ リクナ ンに息子 マ ヌ ・マ ナサManu-Manasaがい た。 マ
ヌ ・マナサ に息子 サ ク トル ムSakutremがい た。サ ク トルム に息子 サ ク リ
Sakriがいた。サ ク リに息子 パ ラサ ラPala-Saraがい た。パ ラサ ラ に息子,
隠者 ア ビヤサAbi-Yasaがい た。 隠者 ア ビヤサ に息子 パ ン ドゥ ・デ ワナ タ
PandhuDewa-Nataがい て,ア ステ ィナAstinaで王で あ った。パ ン ドゥ ・
デ ワナ タに息子 アル ジュナArjunaがい た。 アル ジュ ナ に息子 アビマニ ュ
Abi-Manyuがい た。 アビマニ ュは戦場 に没 し,臨 月の妻がい た。息子が生
まれ,パ リクシ ッ トPari-Kesitと名づ け られ,や は りアステ ィナの国で王
になった。 プラブ ・パ リク シッ トに息子 ユ ダヤナYuda-Yanaがいた。ユ ダ
ヤ ナに息 子 グ ン ドラヤ ナGendra-Yanaがいた。 グ ン ドラヤ ナに息子 ジ ャヤ
バヤJaya-Bayaがい た。そのあ と王 国 は消滅 した。
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ク デ ィ リKedhiriのジ ャ ヤ バ ヤ に 息 子 ジ ャ ヤ ・ ミ ジ ャ ヤJaya-Mijayaが
い た 。 ジ ャ ヤ ・ ミ ジ ャ ヤ に 息 子 ジ ャ ヤ ・ ミ セ ナJaya-Misenaがい た 。 ジ ャ
ヤ ・ ミ セ ナ に 息 子 ク ス マ ・ウ ィ チ ト ラKusuma-Wicitraがい た 。 ク ス マ ・
ウ ィ チ ト ラ に 息 子 チ トラ ソ マCitra-Somaがい た 。 チ トラ ソ マ に 息 子 パ ン
チ ャ ・ ド リ ヤPanca-Driyaがい た 。 パ ン チ ャ ・ ド リ ヤ に 息 子 ア ン リ ン ・ ド
リ ヤAngling-Driyaがい た 。 ア ン リ ン ・ ド リ ヤ に 息 子 プ ラ ブ ・サ ウ ェ ラ ・
チ ャ ラSawela-Calaがい て,ジ ャ ワ の 国 に 君 臨 し た 。 そ の 都 は フ ル゜ ワ チ ャ
リ タPurwa-Caritaにあ っ た 。
フ゜ ラ ブ ・サ ウ ェ ラ ・チ ャ ラ に 息 子 ス リ ・マ ハ プ ン グ ンsriMaha-Punggung
が い た 。 そ の パ テ ィpatih〔宰 相 〕 は ジ ュ グ ル ・ム ダJugul-Mudhaとい っ
た 。 ス リ ・マ ハ プ ン グ ン に 息 子 カ ン デ ィ ・ア ワ ンKandhi-Awanがい た 。
そ の パ テ ィ は コ ン タ ラKontharaとい っ た 。 カ ン デ ィ ・ア ワ ン に5人 の 子
が い た 。 長 子 は パ ヌ フ ンPanuhunと い い,農 民 の 王 と な り,パ グ レ ン
Pagelenに宮 廷 が あ っ た 。2番 目 は サ ン ダ ン ・ガ ル バSandhang-Garbaとい
い,商 人 の 王 で,ジ ュ パ ラJeparaに宮 廷 が あ っ た 。 真 中 は カ ル ン カ ラ
Karung-Kalaとい っ た 。 森 を さ ま よ う の を好 ん だ 。 猟 師 の 王 と な り,プ ラ
ン バ ナ ンPrambananに宮 廷 が あ り,ラ ト ゥ ・バ カratuBakaと称 し た 。 次
を ト ゥ ン グ ル ・ム ト ゥ ンTunggul-Metungとい っ た 。 ヤ シ 酒 を 取 る の が 好
き だ っ た 。 職 人 の 王 と な っ た 。 最 後 は ル シ ・ガ タ ユrsiGathayuとい い,
父 の 跡 を 継 ぎ,コ リ パ ンKoripanで王 と な っ た 。4人 の 兄 弟 は み な 服 従 し
た 。
ル シ ・ガ タ ユ に5人 の 子 が い た 。 長 子 は 娘 で,ラ ラ ・ス チ ヤ ンrara
Suciyanとい っ た 。2番 目 は ル ン ブ ・ア ミ ル フ ルLembu-Amiluhurとい い,
ジ ュ ン ガ ラJenggalaにお い て 王 に な っ た 。 真 中 は ル ン ブ ・ フ゜ ト ゥ ン
Lembu-Petengで,クデ ィ リ に お い て 王 に な っ た 。 次 は ル ン ブ ・プ ン ガ ラ
ンLembu-Pengarangとい い,グ グ ラ ンGegelangにお い て 王 に な っ た 。 最
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後 は 娘 で 二 ・ム ル ギ ・ワ ン サniMregi-Wangsaとい い,シ ン ガ サ リSanga-
Sariの王 ル ン ブ ・ア ミ ジ ャ ヤLembu-Amijayaと結 婚 し た 。
ル ン ブ ・ア ミ ル フ ル に 息 子 パ ン ジPanjiがい て,ク デ イ リ の 王 女 デ ウ イ ・
チ ャ ン ド ラ ・キ ラ ナdewiCandra-Kirana別名 デ ウ ィ ・ガ ルdewiGaluhと
結 婚 し た 。 パ ン ジ に 息 子 ク ダ ・ラ レ ヤ ンKuda-Laleyanがい て,パ ジ ャ ジ ャ
ラ ンPajajaranで王 に な っ た 。 フ ラ゜ ブ ・ラ レ ヤ ン に 息 子 バ ン ジ ャ ラ ン ・サ
リBanjaran-Sariがい た 。 バ ン ジ ャ ラ ン ・サ リ に 息 子 ム ン デ ィ ン ・サ リ
Mundhing-Sariがい た 。 ム ン デ ィ ン ・サ リ に 息 子 ム ン デ ィ ン ・ ワ ン ギ
Mundhing-Wangiがい た 。 ム ン デ ィ ン ・ ワ ン ギ に 息 子 ス リ ・パ ム カ スsri
Pamekasがい た 。 ス リ ・パ ム カ ス に 息 子 ア ル ヤ ・バ ン ガaryaBangahとラ
デ ン ・ス ス ルradenSusuruhがい た 。 ア ル ヤ ・バ ン ガ は ガ ルGaluhに お い
て 王 と な っ た 。 ラ デ ン ・ス ス ル は パ ジ ャ ジ ャ ラ ン 国 の 王 に な る こ と に な っ
て い た 。
4.シ ユ ン ・ワナ ラ の 運命
さて1人 の ア ジャルajar〔賢者 〕が いて,パ ジ ャジャ ランの 山で苦行 し,
名 をア ジ ャル ・チ ュパ カajarCepakaとい った。予 知能 力で有 名 で,ま だ
起 こってい ない こ とをすで に知 って いた。 この話 が王 に伝 え られ る と,王
はキヤイ ・アジ ャルの能力 を試 したい と,パ テ ィに側 女 をつ れて山 に行 き,
キ ・アジ ャル に会 うよう命令 した。側女 はあ たか も妊婦の よ うに腹部 に大
きな鉢 をいれ させ,キ ヤ イ ・ア ジャルにお腹の子 の男女 を当て させ よ うと
い うのであ る。
パ ティは山へ の道 をた どり,キ ・アジャルに王の命令 を伝 えた。キヤ イ ・
アジャルは 自分 の能力が王 に試 され ている ことを悟 った。 お腹 の子 は男 の
子 だろ うと答 えた。




し,ア ジャルを殺すよう命令 した。キ ・アジャルが死ぬと,王 に声が聞こ
えた。「おお,パ ジャジャランの王 よ,わ しは罪なくしてお前に殺 された。
いずれお前に仕返 ししてやる。 シユン ・ワナラSiyung-Wanaraという男が
現れたら,それがわしの仕返 しだ」
その後パジャジャラン王国は激 しい疫病の狙獺に見舞われた。大勢の人
が死に,王 はとても心 を悲 しませた。占星術師たちを呼びだし,疫病の対
策を尋ねた。占星術師たちは申 し上げた。王様はごちそうで宴会をなさる
のがよろしい。宴が終われば,女 性 と一夜 をお過ごしなさいませ。これが
疫病対策 になりましょう。 しか し,王様はやがて大 きな災厄に見舞われ,
側女が うんだご自分の子に殺 されることになりましょう。
王は占星術師たちの助言を実行 した。 ごちそ うの宴会が終わると,王 は
ひどく酔っぱ らい,そ して側室と寝た。たまたまそれは,先 のキ ・アジャ
ルに妊娠の謎をかけさせた女であった。やがて時が満ちて,妊婦 は男の子
をうんだ。王は占星術師たちの説明を思い出 し,赤ん坊に毒を飲 ませたが,
効き目がなかった。切 り刻 もうとしたが,乳 母たちがこれを妨げた。乳母
たちは申し上げた。王様が赤ん坊 を殺 したい決意が固いのでしたら,箱 に
入れてクラワンKrawang川に捨てられます ように。王はこれを承知 し,
赤ん坊は箱 に入れてクラワン川に流された。
水に流 された箱は,ク ラワンのキヤイ ・ブユ ットkyaibuyutとよばれる
釣 り人に拾われた。箱 を開けると,と てもかわいい赤ん坊が入っていた。
キヤイ ・ブユ ットはたいへん喜んで,家 に連れて帰 り妻に渡 した。ニャイ ・
ブユ ットnyaibuyutは子がなかったので,と て も幸せ に思った。赤ん坊は
よく世話 された。大 きくなると,キ ヤイ ・ブユ ットが実の父 と信 じなくな




をす る親戚 がい て,言 われる前 に物事が わか る。 きっ と願 いをか なえて く
れ るだろ う。 この男 に聞 くが よい。 キヤイ ・ブユ ッ トは 「若者 が森 に入 り
たい はず が ない。遠 いの だか ら」 と考 えてい た。 しか し思惑 は外 れ た。若
者 は森 に連 れて いって くれる よう頼 んだ。2人 が歩 いてい る と,若 者 は猿
〔ワナ ラ〕 とシユ ン鳥 を見 た。 キヤ イ ・ブユ ッ トにその名前 を尋 ねた。 キ
ヤ イ ・ブユ ッ トはその動物 と鳥の名前 を教 えた。 する と若者 はそれ を 自分
の名前 にす るこ とに した。 こ う して彼 は シユ ン ・ワナ ラとい う名 になった。
道 中すで に長 くな ったので,シ ユ ン ・ワナ ラはその親戚 の家 の こ とを尋
ね た。 困った キヤイ ・ブユ ッ トは,若 者 を別の道へ 導 こう と,そ の親戚 は
パ ジャジ ャラ ンの都 に引 っ越 した。仕事 は鍛 冶 師だ と言 った。 シユ ン ・ワ
ナ ラは都 を見 るこ とがで きる と思 って,と て も喜 び,鍛 冶 師の家 に連 れて
い って くれ るよ う頼 ん だ。 キヤ イ ・ブユ ッ トはこれ に応 じた。鍛 冶師 の家
に到着 する と,シ ユ ン ・ワナ ラは託 され,キ ヤ イ ・ブユ ッ トは戻 っていっ
た。
鍛冶 師の家 にいて シユ ン ・ワナ ラは鍛 冶 を習 った。す ぐに膝 を鉄床,拳
を金槌,指 をや っ とこと して使 うこ とが で きた。 た くさん人 が シユ ン ・ワ
ナ ラの超 能力 を見 ようと鍛冶 師の家 にお しか けて きた。
あ る 日シユ ン ・ワナ ラは鍛 冶師 とともに市場 に行 った。パ ジ ャジャラ ン
の王 の象 が ち ょうど水 浴 びを してい た。象 はシユ ン ・ワナラを見 る と,近
づい て きて,そ の前 でお辞儀 を した。言葉 を しゃべ る ことが で きた な ら,
きっ とこ う言 っただ ろ う。 「ご主 人様,ど うぞお乗 り くだ さい。貴 方様 の
お父上,王 様 にごあい さつ にお連 れいた します」。 シユ ン ・ワナラは牙 を
なで てやった。 これ を見 てみな驚い た。
さてパ ジ ャジ ャランの王 は閲兵の ため外 に出ていて,一 騎討 ち をさせ て
楽 しんでいた。 シユ ン ・ワナ ラは見物 した。鍛冶 師は止め よ うと したが,
無駄 だった。謁見場 に上が る とシユ ン ・ワナ ラは王の並 びに座 った。誰 も
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これが見 えなか った。 そ して宮廷 に入 って,サ ウ ォsawoの木 でで きた椅
子 の横 に立 ち どまった。 このサ ウ ォの椅子 は触 れる とフルセ ッ トの ガム ラ
ンgamelanのような響 きをたてる。 この椅子 にシユ ン ・ワナラが座 った。
轟音が響 き,王 をび っ くりさせ た。激怒 して,椅 子 に触れ ている余計者 を
つ か まえる よ う命 じた。 マ ン トリmantriたちがか け よ り,サ ウ ォの椅子
に寝 そべ る シユ ン ・ワナ ラに襲 いかか った。 シユ ン ・ワナラは飛び起 きた。
マ ン トリた ちははね飛 ばされ,打 ちのめ され た。難 を逃れ た者 は逃 げ戻 っ
て王 に報告 した。王 は シユ ン ・ワナ ラの超 能力 を知 って喜 んだ。 シユ ン ・
ワナラは召 し抱 え られ,し ば しば軍隊 を指揮 して他 国の征服 に送 り出 され
た。 そのたび に凱旋 した。
王 の覚 えが たいへ んめで たか った ので,シ ユ ン ・ワナ ラは地位 が上が り,
アルヤ ・バ ニ ャ ックウ ィデaryaBanyak-Wideの名前 と1万 カルヤkarya2)
の采 邑を与 え られた。 さ らに養 子 に迎 え られ,体 刑 と死刑 に処 す る権 限 を
与 え られた。
アルヤ ・バニ ャックウ ィデは大勢 の鍛 冶師 を集 めて,扉 のある鉄製 の寝
台 を作 る よう命 じた。完成 し装 飾 を施す と,館 の中 に置い た。
あ る ときパ ジ ャジ ャラ ン国は敵 に攻 め られ,王 は勝 利 を得 た。 アル ヤ ・
バニ ャ ックウ ィデは王 に申 し上げ た。王様 が戦 いに勝 利 された ときには,
自分 の館 に祝宴 にお招 きす る誓 い を立 ててお りま した と。王 は この招待 を
受 け,ア ルヤ ・バ ニ ャックウ ィデの館 に出向 き,ご ちそ うの祝 宴 に臨 んだ。
祝 宴 ののち,王 は鉄 の寝台 を 目にす る と,ア ルヤ ・バニ ャ ック ウィデに,
この よ うな寝台 を作 って どんな役 に立 つのか尋 ねた。 アルヤ ・バニ ャ ック
ウィデは 申 し上 げた。 「この寝 台 は,疲 れ た ときそ こに寝 る と回復 い た し
ます。熱 い と きは冷 め ます し,寒 い ときは暖か くな ります。病 人 は健康 に
な ります」。王 は試 してみ た くな り,鉄 の寝台 に横 たわ った。バ ニ ャ ック
ウィデは王が横 にな った のを見 る と,寝 台の扉 を閉め,家 来 に寝 台 を担 い
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で クラワ ン川 に投 げ るよう命 じた。王 は激 怒 し,ど ん な悪 い ことを したか
問 うた。バニ ャ ックウィデは,ま だ小 さい ときにク ラワン川 に投 げ られた
ので,い まこう して復 讐す るのだ と答 えた。鉄 の寝 台 は本 当に沈め られた。
王 の息子 ラデ ン ・スス ルは この こ とを知 らされる と,軍 勢 を集め てアル
ヤ ・バ ニ ャックウ ィデ を捕 らえ よう とした。 たち まち激 しい戦いが起 こっ
た。バ ニ ャ ックウ ィデの軍勢 の多 くが,ラ デ ン ・ススルの奮戦 のため命 を
落 と した。バニ ャックウィデが ラデ ン ・スス ル との戦い に出て きた。両者
は対峙 した。 ラデ ン ・ス スルは槍 を投 げ られ,腹 帯 に当 たって切 り落 とさ
れた。ラデ ンは恥ずか しくまた怖 くなって,後 ず さりし,逃 げだ した。 まっ
す ぐ東 に向かい,カ リグ ンテ ィ ンKali-Gunting村の未 亡人 の家 に身 を潜 め
た。 ラデ ン ・ス スルは彼女 の子 と して受 け入れ られた。
訳注
1)ウクwuku。ウクは30週(1週 は7日)つ ま り210日を周期 とす るジ ャワ
およびバ リの暦法であ り,今 日でも日取 りの吉凶占いなどに用いられる。と
くにバ リではウク暦 にもとつ く祭礼や行事が行われる。30週の名前は2人 の
妃 シンタ,ラ ン ドゥップに始まり,27人の息子の名前が続 き,第30週がワトゥ
グヌンである 〔ENIV:405-406参照〕。
2)カルヤkarya。カルヤは農地4バ ウbauのこと(1バ ウは0.70965ヘクター
ル)〔Albada2007:339〕。
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